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会のカタログに掲載された。その後，『芸術家の創作の道』（М.В. Матюшин. Творческий 
путь художника. Коломна, 2011）や『太陽の征服』（Victory over the Sun: The World’s 
























マチューシンは 1861 年，ロシアのニジニ・ノヴゴロドに生まれた。77 年から 81 年ま











求を進める。1918 年から 26 年まで「スヴォマス」（国立自由美術工房），「ヴフテマス」（国










た，1918 年から 20 年代にかけてヴァイオリンとピアノのための四分音の曲を書いている
（Там же.: 76）。













でに取り組まれ，1923 年 4 月 13 日，マチューシンがギンフクで宣言する「ゾルヴェド」
（Зорвед）という概念につながっていく。これは，「ゾル」（зор < «зрение»「視覚」の意）















4 仏教や東洋思想の影響を見る（Ди Руокко 2005）や，ロドゥイジェンスキーの神智学の著作の影響を指



































































5 マチューシンの色彩研究に関しては，（Матюшин 2011）や（Повелихина 1993），（Tillberg 2012）など
を参照のこと。













り，さらに 1915 年には『ヴァイオリンのための四分音の研究の手引き』（М.В. Матюшин. 
Руководство к изучению четвертей тона для скрипки. Принцип общей системы изучения 













































































































なったとされる 11。その流れを受けて，マチューシンは 7月 18 日と 19 日，クルチョーヌィ












れた（Матюшин , Крученых , Малевич 2008: 103-104）。
こうして，《太陽の征服》の準備が始まり，マチューシンが音楽を，クルチョーヌィフ
が台本を，そしてマレーヴィチが舞台装置と衣装を担当した。三人の密な共同作業を通し



















































誕 100 年に当たり，ロシアでヴァーグナー熱が最も高まった年であるという（Bartlett & 
Dadswell 2012: 6）。未来主義の「総合芸術」という思想自体はヴァーグナーの影響下に































14 同様の見解は，（Böhmig 2012: 113）や（亀山 2009: 254）などにも見られる。
15 この時代の宇宙志向は「ロシア・コスミズム」とも称され，時間の無限性を獲得し，不死となることが
究極的な目標とされた。これは，時空間の限界を超え出ようとする思想家や科学者，芸術家らによって














































































































































まず，第 2幕第 6場の「俗謡」の初めの 8小節を見てみよう（【譜例 1】）20。メロディー













20 第 1小節の歌詞は，台本では « ю ю юк » だが，マチューシンの自筆譜では « зок зо зок » であり，エ
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